
地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

あきた女性の活躍推進事業【秋田県】

目的・目標

事業の特徴

【あきた女性の活躍推進会議】
○経済団体
・秋田県商工会議所連合会
・秋田県商工会連合会
・秋田県中小企業団体中央会
・秋田県経営者協会
・秋田経済同友会
○農業団体
・秋田県農業協同組合中央会

○男女共同参画センター（NPO法人）
男女共同参画センター指定管理者

○労働団体
日本労働組合総連合会秋田県連合会

○行政
秋田労働局、秋田県、秋田県市長会、
秋田県町村会

※オブザーバー
金融機関、企業支援機関等

○ 平成27年国勢調査によると、総人口は調査開始以来最大の減少
幅で全国最高の減少率、高齢化率も前回調査に引き続き全国最高、
平均年齢が全国で初めて50歳を突破するなど、全国で最も早く人
口減少と高齢化が進んでいる。

○ 女性の有業率は全国平均を上回り、育児をしている女性の有業
率は全国上位にあるものの、管理的職業従事者に占める女性の割
合は著しく低く、働く場における政策・方針決定過程への女性の
参画は遅れている状況。

○ 経済団体等と行政のトップで構成する「あきた女性の活躍推進
会議｣（以下､推進会議という｡）を通じて、官民一体となって共通
認識のもと連携を図り、女性が活躍できる環境づくりを促進。

○ 新たな企業表彰制度の創設や、経営者や管理職等を対象とした
意識啓発セミナーにより、女性が活躍できる職場づくりの取組を
促進。

○ 企業等で働く女性が、職場や職種、職域などの垣根を越えて出
会い、交流できる機会を提供することにより、仲間やネットワー
クづくりを促進。

○ 推進会議を通じて、事業に係る審査や広報周知等への連携協力
が進み、効果的な実施が図られたほか、推進会議構成団体の取組
にも進展が見られた。

○ セミナーによる経営者等の意識啓発や新たな企業表彰制度創設
による取組意欲喚起などにより、行動計画策定企業数や男女イキ
イキ職場宣言協定締結数が目標を上回ったほか、表彰式等により
企業表彰受賞企業のモチベーション向上が図られた。

○ 企業等で働く女性の交流会等の実施により、対象女性はもとよ
り企業等の意識啓発にも繋がった。

○ 労働者数300人以下の事業主における女性活躍推進法に基づく
一般事業主行動計画（以下､行動計画という｡）の策定企業数

［目標(年間)］50企業 ⇒ ［実績］64企業

○ 女性の能力の活用や仕事と生活の調和に積極的に取り組む事業
所（男女イキイキ職場宣言事業所）と県との協定締結数

［目標(年間)］56事業所以上 ⇒ ［実績］68事業所

○ 推進会議を通じて、最新の制度や県内の取組などの情報共有や
意見交換による意識の向上を、一層図っていく必要がある。

○ 努力義務企業が殆どで未だ認知度の低い行動計画の策定につい
て、さらに広報周知するとともに、策定及び策定後の取組の磨き
直しを支援し、量的にも質的にも拡充していく必要がある。

○ 地域により企業等及び働く女性の意識や参加状況などに温度差
が見受けられることから、意欲の掘り起こしや維持継続を図って
いく必要がある。

達成率
128%

達成率
121%



事業の概要

女性の活躍に向けた推進体制の強化

女性が活躍できる環境づくりの促進

女性のライフステージに対応した支援

【推進会議構成図】

■あきた女性の活躍推進会議等の開催

経済団体や労働団体等のトップに加え、各団体の女性管理職や
オブザーバーの出席のものと、女性の視点からの意見を取り入れ
た情報共有や意見交換等を実施。

○推進会議（構成団体のトップ） ２回（6月23日､1月16日）
○連絡会議（実務担当者） ３回（5月20日､11月2日､1月30日）

■秋田県女性の活躍推進企業表彰の実施

女性が働きやすい職場づくり等の取組が顕著な企業等を知事表彰
し、事業主のモチベーションアップやその後の取組強化とともに、
他の企業等の意欲を喚起し取組を促進。

○公 募 行動計画を策定し女性の活躍推進等に積極的に取り
組んでいる企業等の自薦、もしくは推進会議の構成
団体や市町村等から推薦

○選 考 商工団体関係者を中心と
とした選考委員により
5社を選考

○表彰式 11月28日
※ 意識啓発セミナーと

同時開催

■推進会議構成団体等を対象とした意識啓発セミナーの実施

推進会議の構成団体や会員企業等の経営者や管理職等の意識啓発
を図ることにより、女性の活躍を推進
する気運の醸成と職場づくりを促進。

○期 日 11月28日
※ 企業表彰と同時開催

○内 容 県外女性活躍先進企業の
経営者による基調講演、
企業表彰受賞企業による
パネルディスカッション

■働く女性の交流会等の実施

企業等で働く女性が、職場や職種、職域などの
垣根を越えて、出会い、交流できる機会を提供する
ことにより、仲間やネットワークづくりを促進。

○交流会 ２回（県北8月27日、県南10月2日）

○拡大交流会 １回（県央11月12日）


